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語幹 意味 非過去 過去・完了 非過去否定　 過去・完了否定
kak- 「書く」 ka!k-u ka!i-ta ka[k-a]n ka!k-a[na]nda
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行研究を類別化してまとめると、① ラテン文字説、② ギリシア文字説、③ 北イタリ
ア文字説 となる。従来、常にこれら 3 つの学説が取り沙汰されてきたが、いずれに
しても、長い先行研究史の中でこれまで統一的で決定的な見解が打ち出されることが
なかった。本発表では、かつて部分的には提出されることのあった ④ フェニキア文






南スーダン共和国の共通語、ジュバ・アラビア語 (Juba Arabic; JA)はアラビア語「ク
レオール」として知られる。

































行研究を類別化してまとめると、① ラテン文字説、② ギリシア文字説、③ 北イタリ
ア文字説 となる。従来、常にこれら 3 つの学説が取り沙汰されてきたが、いずれに
しても、長い先行研究史の中でこれまで統一的で決定的な見解が打ち出されることが
なかった。本発表では、かつて部分的には提出されることのあった ④ フェニキア文






南スーダン共和国の共通語、ジュバ・アラビア語 (Juba Arabic; JA)はアラビア語「ク
レオール」として知られる。






















































SJ NK GR DL DG NP TR Conditions
(a) w- w- w- w- w- w- w- before *-a, *-o, *-u
(b) y- y- y- y- y- y- y- before *-a, *-o, *-u
(c) Pw- Pw- Pw- w- w- w- w- before *-a, *-o, *-u
(d) Py- Py- Py- y- y- y- y- before *-a, *-o, *-u
(e) y- y- w- w- w- w- w- before *-i, *-e












の直前という環境で *y- > w-という音声的に不自然な変化が独立して 2回起きたこと
になり、蓋然性は低い。一方、(f)の対応には、祖語の体系性に基づき、祖形 *Pw-を
再構する。まず、前舌母音の直前で Øに遡る対応が他にある事実がある。また、上述
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の直前という環境で *y- > w-という音声的に不自然な変化が独立して 2回起きたこと
になり、蓋然性は低い。一方、(f)の対応には、祖語の体系性に基づき、祖形 *Pw-を
再構する。まず、前舌母音の直前で Øに遡る対応が他にある事実がある。また、上述
の (e)に対する *w-の再構は祖語の段階で *y-が前舌母音の直前に立たなかったこと
を意味するが、これと並行的に *Py-も同環境に現れなかったと考えられる。(e)との
並行性から (f)に *Pw-を再構する。
（くらべ　けいた）
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アンシャン（イラン）出土のシュメール語資料
―楔形文字断片資料の読解
粘土板への 3Dモデリング・写真データの利用―
森　若葉
イラン国立博物館には 1971年から 1978年にイラン・ファールス州のマルヤン遺跡
（古代名アンシャン）で発掘された文字資料が数百点収蔵されている．アンシャンは、
インダス文明地域とメソポタミア文明地域の間に位置する主要都市の 1つである．ア
ンシャンの名は、前 3千年紀後半のシュメールやアッカドのテキストにすでにあらわ
れ、前 2千年紀や前 1千年紀のエラムの支配者たちは「アンシャンとスサの王」を称
した．
マルヤンからは、原エラム文字資料、楔形文字資料（エラム語、シュメール語、アッ
カド語）が出土している．
本発表では、未発表のシュメール語楔形文字断片資料 2点（石製容器、粘土板）に
ついて、その調査・研究過程を紹介し、そのシュメール語で書かれた資料の内容を紹
介した．石の容器の一部である資料は、8文字しか残存していないが、他の碑文との比
較から、ウル第 3王朝初代の王であるウルナンムの王碑文断片であることが示された．
粘土板の断片資料は、表面の摩耗が激しく判読できない部分が多かった．そのため、
文化財科学の研究者との共同研究で、3Dモデルや反転写真を文字がもっとも見えやす
い状態に調整してもらい、文字の復元をすすめた．3Dモデルは、回転可能であること
から、粘土板のような資料の記録としては非常に優れている．しかしながら、単にそ
れだけでなく、表面が摩耗している粘土板においては、その読解の助けとなることが
わかる．この断片資料の文字体はウル第 3王朝期のシュメール語ときわめて近い．内
容は日々の支出記録の集成文書であるが、用語や様式は、シュメール中心部である南
部メソポタミアのものとやや異なっており、現地の書記が書き記したものであると推
測される．
これらの 2点の資料は、前 3千年紀にエラム語圏であるアンシャンでシュメール語
の文書が作成されたことをしめす重要な資料であると考えられる．
（もり　わかは）
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